
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
注１）兵庫県立大学/兵庫県立人と自然の博物館、浅間山系ミヤマシロチョウの会、信州大学、静岡県立ふじ
のくに地球環境史ミュージアム、山梨県富士山科学研究所、東北大学、長野県環境保全研究所の研究グループ 
注 2）掲載論文（英文要旨）はこちらから：https://doi.org/10.1007/s10841-022-00369-4 

本研究の一部は、日本学術振興会科学研究費補助金及び公立大学法人兵庫県立大学令和元年度特別研究助成金
若手支援による支援を受けて実施されました。 

【研究の概要】 

●長野県、山梨県、静岡県の計５地域の個体群（浅間山系、八ヶ岳、赤石山脈）からの

遺伝解析により、地域間の遺伝的な違いを評価しました。 

●その結果、これらの地域の間で遺伝的な違いはほとんどなく、どの地域から移動させ

ても、ミヤマシロチョウの元の遺伝子を乱すおそれは小さいことがわかりました。 

●ただし、個体群によって生息環境が異なるため、再導入の際には、そのことも考慮し

てどこから再導入するかを検討することが望ましいと考えられます。 

 

長野県環境保全研究所、兵庫県立大学などによる研究グループ注 1）は、絶滅危惧種ミヤマシ

ロチョウの遺伝解析を行い、衰退した野生個体群の復活のため、どの生息地から再導入でき

るかを明らかにしました。 

本成果は 1 月 10 日付で国際科学誌「Journal of Insect Conservation」電子版に掲載注 2）

されました。 

長野県（環境部）プレスリリース 令和 4年（2022年） 3月 23日 

目指せ！絶滅危惧種ミヤマシロチョウの復活 

どこから再導入できるかを遺伝解析から明らかにしました 

左：八ヶ岳山麓のミヤマシロチョウ（2009 年 長野県環境保全研究所撮影）。八ヶ岳山麓では、植生などの生息環境の

変化により近年ほとんど生息個体が確認されなくなっている。 

右：浅間山系のミヤマシロチョウの生息地。食樹を含めて、比較的良好な生息環境が維持されている。 
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【研究の背景】 

●ミヤマシロチョウは、長野県特別指定希少野生動植物・長野県天然記念物で本州中部

の山地にのみ生息しており、近年、個体数が減少しています。 

●生息地復元のためには、生息環境の改善に併せて、現在生き残っている生息地から個

体を運んでくること（再導入）が考えられます。 
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